
　このことについて、以下のとおり回答します。

番号 質問事項 回　答

1

技術提案書の作成要領について
「技術提案書の様式は、様式第5号、様式第6号～様
式第12号により作成する」とありますが、様式第6号～
様式9号は参加表明時と技術提案時の両方に添付す
るということで宜しいでしょうか。

両方に添付してください。

2

評価項目の判断基準の配点の考え方について
１）技術者資格の配点：5は①技術士　②RCCMの資
格要件者として順位評価となっていますが、①②それ
ぞれの配点をご教示頂けますでしょうか。（例：①技術
士：5点、②RCCM:3点）
２）専門技術力における業務執行技術力の配点：10
は①同種業務の実績　②類似業務の実績として順位
評価となっていますが、①②それぞれの配点を教示
頂けますでしょうか。
（例：①同種業務の実績：10点　②類似業務の実績：5
点）

配点については、回答できません。

3

特定テーマの項目２について
「２　施設の優先度を踏まえた短期的な数値目標の設
定における着眼点について」にある「数値目標」とは、
具体的には「〇年後までに対象施設の維持管理費を
〇割縮減する」という考え方で宜しいでしょうか。

提案された内容で判断します。

4

計画対象施設のうち、堤防・護岸等について長寿命
化修繕計画の更新対象として計上されておりますが、
河道や床止めなども対象という認識でよろしいしょう
か。
また、これらの土木構造物は「栃木県河川維持管理
計画」にて計画が立案されていると認識しております
が、本業務内で新たに点検対象河川延長区間を抽
出して長寿命化修繕計画を策定するという理解でよ
ろしいでしょうか。
また、樋門・樋管、堰、遊水地等の土木構造物（門
柱、翼壁、胸壁等）については計画の対象外という理
解でよろしいでしょうか。

河道や床止めも対象としています。
点検対象河川延長は設定済みのため、新たに抽
出する必要はありません。
樋門・樋管、堰、遊水地等の土木構造物は計画
の対象です。

河川管理施設長寿命修繕計画更新業務委託における公募型プロポーザルに係る質問に対する回答



5

現地踏査の対象は、樋門・樋管40施設、遊水地26施
設、堰1施設、地下河川7施設、水質浄化施設1施設
が対象という理解でよろしいでしょうか。
現地踏査で確認する内容について、想定されている
内容がございましたらご教示願います。弊社として
は、既存の点検結果を踏まえて、徒歩で近接可能な
範囲で目視により施設の状態を確認することを想定し
ております。

現地踏査の対象施設及び確認内容は、想定され
ているとおりです。

6

「年次計画の策定・更新にあたっては、過年度の成果
を踏襲すること」とありますが、既存の計画（長寿命化
修繕計画等）が存在せず、本業務内で新たに計画を
策定する施設や設備等がございましたらご教示願い
ます。

既存の計画から新たに追加する施設は次のとおり
です。
・樋門・樋管　11施設
・遊水地　10施設
・雨量観測所　77施設
・水位観測所　47施設
・危機管理型水位計　112施設
・CCTVカメラ　15施設
・簡易型監視カメラ　93施設

7

「必要に応じて、栃木県河川維持管理計画や河川点
検マニュアル（案）等の各種資料についても更新案を
検討する。」とありますが、新技術に関連する部分の
みを更新するという理解でよろしいでしょうか。
また、上記更新が必要となった場合、作業量が大幅
に増加することが予想されますが、契約変更の対象と
なるという認識でよろしいでしょうか。

新技術に関連する内容に限らず、必要に応じて
更新することとします。
契約変更については、受発注者協議とします。

8

「栃木県河川長寿命化修繕計画」としてとりまとめる施
設の対象としては、堤防・護岸等の土木構造物も含む
という認識でよろしいでしょうか。

そのとおりです。


